（Ｈ26年4月）

· 今年度の新入社員のタイプは「自動ブレーキ型」と発表されました！
公益財団法人日本生産性本部は毎年その年の新入社員の特徴をまとめ、「新入社員タイプ」として発表していますが、先月、平成26年度は「自動ブレーキ型」と発表しました。
その特徴は、「知識が豊富で敏感。就職活動も手堅く進め、そこそこの内定を得ると壁にぶつかる前に就職活動を終了させる。何事も安全運転の傾向があり、人を傷つけない安心感はあるが、どこか馬力不足との声もある。どんな環境でも自在に運転できるようになるには、好感度センサーを活用した開発（指導・育成）が必要である。」としています。
ちなみに、過去５年間のタイプは以下のとおりです。

	入社年度
	タ　イ　プ
	特　　　徴

	平成25年
	ロボット掃除機型
	皆同じに見えて区別がつきにくいが、部屋の隅々まで効率的に動き回る。しかし、段差(ﾌﾟﾚｯｼｬｰ)に弱く、たまに行方不明になったり裏返しになってもがくことも。能力を発揮させるには環境整備(職場のﾌｫﾛｰや丁寧な育成)が必要である。

	　　 
24年
	奇跡の一本松型
	これからの人生においても自然災害をはじめ「想定外」の事態に直面することもあろうが、その困難を乗り越えていくことが大いに期待される。今のところ未知数だが、先輩の胸を借りる(接木)などしながらその個性や能力(種子や穂)を育てていけば、やがてはどんな部署でもやっていける(移植)だろうし、他の仲間とつながって大きく育っていく(松原)だろう。

	　　 
23年
	(はやぶさ型)
※東日本大震災に伴い発表自粛
	宇宙探査機「はやぶさ」が7年にも及ぶ長旅から帰還したことが多くの人に感動を与えた。最初は音信不通になったり、制御不通になったりでハラハラさせられるが、長い目で見れば期待した成果をあげることができるだろう。諦めずに根気よくシグナルを送り続けることが肝心だ。

	　　 
22年
	ETC型
	性急に関係を築こうとすると直前まで心の「バー」が開かないので、スピードの出し過ぎにはご用心。IT活用には長けているが、人との直接的な対話がなくなるのが心配である。

	　　 
21年
	エコバック型
	環境問題(エコ)に関心が強く、節約志向(エコ)で無駄を嫌う傾向があり、折り目正しい。小さくたためて便利だが、使うときには大きく広げる(育成する)必要がある。


過去数年のタイプ名を見ると、世相やその年の出来事、あるいは注目を浴びた物や言葉が使われていて、なるほどとうなづくところですが、その根本にあるものは皆共通していることがわかります。その共通する特徴は概ね以下のとおりです。
· パソコン、スマホ、タブレット等のIT機器をフルに活用し、デジタル思考には長けているものの、対人関係のようなアナログ対応が不得手で個の殻に閉じこもりやすい傾向にある。
· 仕事上必ずいろいろな壁にぶち当たることになるが、ちょっとしたことで傷つき易くひ弱な部分があるので、その時々で状況に応じたきめ細やかな指導・育成が必要である。

程度の差こそあれ、過去の自分たちもそうであったように、学校を卒業して社会人としてスタートしたばかりの人間が未熟なのは当たり前のことです。著名な人材教育コンサルタントによりますと、いつの時代でも新入社員を育てるコツは変わらないそうです。それは、自分たちが過去に受けた先輩からのアドバイスや自ら経験した失敗談を具体例で話してあげること！それが共感を生み、お互いの距離感を縮め、良好なコミュニケーションにつながります。その際に注意すべき点は「自慢と説教」にならないことだそうです。新入社員に限らず、部下の指導・育成に早速役立てたいものです。（工藤克己）
